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特
集
音
楽
の
伝
統
の
継
承
と
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。
歌
心
‘
の
伝
統
と
オ
ペ
ラ
創
作
の
革
新

指
揮
者
／
作
曲
家

平
井
秀
明

　
私
は
本
業
の
指
揮
活
動
と
共
に
、
幼
少
時
代
よ
り

作
曲
も
続
け
て
お
り
、
近
年
オ
ペ
ラ
「
か
ぐ
や
姫
」
、

オ
ペ
ラ
「
小
町
百
年
の
恋
」
な
ど
の
大
規
模
作
品
を

書
い
て
い
る
。
今
回
、
作
曲
家
の
視
点
で
執
筆
依
頼

を
頂
い
た
が
、
奇
し
く
も
音
楽
一
家
の
三
代
目
に
生

ま
れ
た
宿
命
か
ら
、
演
奏
家
に
至
っ
た
道
の
り
を
含

め
、
家
族
か
ら
継
承
し
た
’
歌
心
。
の
伝
統
、
東
西

伝
統
の
融
合
と
革
新
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と

し
た
い
。
私
に
と
り
演
奏
と
作
曲
は
、
一
芸
術
家
と

し
て
一
心
同
体
の
関
係
に
あ
る
。
音
楽
に
囲
ま
れ
て

育
っ
た
家
庭
環
境
、
次
い
で
、
創
作
活
動
に
お
け
る

。
伝
統
と
革
新
・
に
つ
い
て
、
自
作
オ
ペ
ラ
を
例
に

挙
げ
て
論
じ
た
い
。

我
が
家
の
伝
統
の
継
承

幼
少
時
代
は
、
家
で
の
音
楽
練
習
よ
り
屋
外
で
大

暴
れ
す
る
方
が
多
く
、
両
親
や
祖
父
母
を
手
こ
ず
ら

せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
作
曲
家
の
祖
父
、

康
三
郎
は
叱
る
と
震
え
上
が
る
ほ
ど
恐
か
っ
た
が
、

工
作
、
絵
画
、
習
字
、
デ
ザ
イ
ン
画
な
ど
、
音
楽
以

外
の
幅
広
い
芸
術
的
セ
ン
ス
に
長
け
、
時
に
は
得
意

の
工
作
で
孫
の
た
め
に
刀
、
兜
、
手
裏
剣
な
ど
を
こ

し
ら
え
て
く
れ
、
自
作
草
稿
表
紙
の
巧
み
な
デ
ザ
イ

ン
な
ど
も
含
め
我
が
家
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
香
り

に
溢
れ
、
芸
術
家
の
豊
か
な
想
像
力
が
実
生
活
の
中

に
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
祖
父
の
「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」
、
「
ス
キ
ー
」
、

「
ひ
な
祭
り
」
な
ど
自
作
童
謡
の
弾
き
語
り
で
あ
や

さ
れ
、
初
期
音
感
教
育
を
受
け
る
う
ち
に
、
自
然
と

音
楽
へ
の
興
味
も
沸
い
た
の
で
あ
る
。
扁
－
像
力
・
や

。
創
造
力
‘
を
養
う
た
め
に
は
音
楽
に
固
執
せ
ず
、
人

間
と
し
て
の
様
々
な
体
験
が
大
い
に
役
立
っ
た
と
思

う
。
祖
父
母
や
母
の
手
ほ
ど
き
で
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
始
め
た
が
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
父
・
丈
一
朗

に
憧
れ
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
逆
さ
ま
に
し
て
チ
ェ

ロ
の
真
似
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
小
学
校
入
学
と

同
時
に
念
願
の
チ
ェ
ロ
を
始
め
た
。

　
我
が
家
で
は
音
楽
の
道
の
厳
し
さ
を
知
る
が
ゆ
え

に
、
三
代
目
も
音
楽
家
に
な
る
こ
と
に
家
族
は
猛
反

対
だ
っ
た
。
音
楽
は
Ｉ
生
か
け
て
奥
深
く
ま
で
掘
り

下
げ
る
べ
き
芸
術
で
、
一
方
、
国
際
人
と
し
て
の
視

野
を
広
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。

　
伝
統
の
継
承
に
は
自
ら
相
当
の
覚
悟
を
要
す
る
こ

と
は
、
歌
舞
伎
界
、
角
界
な
ど
と
も
変
わ
ら
な
い
。

私
は
、
父
の
恩
師
で
敬
愛
す
る
巨
匠
カ
ザ
ル
ス
が
、

音
楽
を
通
じ
て
国
際
平
和
に
貢
献
し
た
人
生
観
に
感

銘
を
受
け
、
心
の
奥
底
に
は
音
楽
家
へ
の
夢
を
密
か

に
温
め
つ
つ
も
、
国
際
政
治
の
勉
強
の
た
め
渡
米
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
政
治
学
科
に

入
学
し
た
。
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自
ら
を
試
す
意
図
も
あ
り
、
併
設
の
イ
ー
ス
ト
マ

ン
音
楽
院
で
指
揮
の
授
業
を
取
っ
た
こ
と
が
一
大
転

機
と
な
り
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
指
揮
者
へ
の
道
を

切
り
拓
く
こ
と
に
な
る
。
欧
米
の
歌
劇
場
で
活
躍
し
、

厳
格
で
有
名
な
エ
フ
ロ
ン
先
生
に
最
初
の
授
業
で
認

チェコ･プラハの殿堂､スメタナホールにて(筆者)

め
て
い
た
だ
き
、
指
揮
者
に
な
る
た
め
の
本
格
的
な

厳
し
い
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
っ
た
。
政
治
の
勉
強
で
寝

る
暇
も
な
く
、
音
楽
の
勉
強
に
割
け
る
僅
か
な
時
間

は
ま
さ
に
至
福
の
時
で
あ
る
反
面
、
集
中
し
て
吸
収

す
べ
き
真
剣
勝
負
で
あ
っ
た
。

　
一
年
間
基
礎
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
た
後
、
‘
。
本

気
で
指
揮
者
に
な
り
た
い
の
な
ら
、
自
ら
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
作
る
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
熱
が
な
く
て

は
や
っ
て
い
け
な
い
。
」
と
い
う
師
匠
の
言
葉
に
、
こ

の
遠
の
厳
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
し
か
し
、
音

楽
へ
の
情
熱
が
人
一
倍
強
か
っ
た
私
は
、
そ
の
言
葉

を
真
に
受
け
て
、
夏
休
み
の
間
に
ワ
シ
ン
ト
ン
｛
｝
’
ｐ

の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
経
済
学
の
夏
期
講
習
を

受
け
る
傍
ら
、
近
郊
在
住
若
手
音
楽
家
を
朝
か
ら
晩

ま
で
リ
ク
ル
ー
ト
の
末
、
遂
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
結

成
し
、
指
揮
者
デ
ピ
ュ
ヽ
Ｉ
を
果
た
し
た
。

　
ひ
と
夏
限
り
の
つ
も
り
が
、
幸
い
演
奏
依
頼
が
舞

い
込
み
、
新
学
期
が
始
ま
る
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練

習
継
続
の
た
め
、
月
二
回
ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北

部
か
ら
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
、
週
末
に
車
で
往
復

十
五
時
間
、
″
二
足
の
わ
ら
じ
・
の
学
生
生
活
が
始

ま
っ
た
。
今
と
な
れ
ば
無
謀
と
も
思
え
る
が
、
音
楽

家
を
目
指
す
強
い
志
が
、
ま
る
で
血
が
騒
ぐ
か
に
溢

れ
出
て
、
今
話
題
の
坂
本
龍
馬
の
如
く
若
き
情
熱
一

筋
で
邁
進
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
私
は
、
い
つ
も
大
き
な
夢
を
追
い
か
け
る
楽
天
家

だ
が
、
こ
れ
も
我
が
家
に
流
れ
る
土
佐
の
気
質
を
引

き
継
い
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
祖
父
に
加
え
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母
方
の
祖
父
母
も
高
知
出
身
で
あ
る

た
め
、
七
五
％
は
土
佐
の
血
が
流
れ
て
い
る
た
め
で

あ
ろ
う
か
。

オ
ペ
ラ
「
か
ぐ
や
姫
」
誕
生
秘
話

　
一
九
九
二
年
二
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
中
、

日
本
文
化
紹
介
も
兼
ね
て
「
か
ぐ
や
姫
」
の
オ
ペ
ラ

化
を
思
い
立
っ
た
。
ま
ず
は
、
か
ぐ
や
姫
が
月
へ
帰

る
運
命
を
、
翁
と
嘔
に
応
白
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
選
ん
で
作
詩
す
る
と
、
泉
が
湧
き
出
る
が
如
く
楽

想
も
浮
か
び
、
「
別
れ
の
ア
リ
ア
」
が
一
晩
で
誕
生

し
た
。
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
あ
な
た
に

出
会
え
て
幸
せ
で
し
た
・
で
始
ま
る
歌
詞
に
は
、
私

自
身
祖
父
母
と
共
に
育
ち
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
故
郷
や

家
族
を
想
う
感
情
と
も
重
な
っ
て
い
た
。

　
翌
夏
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
新
鋭
黒
人
ソ
ブ
ラ

ノ
に
よ
る
「
別
れ
の
ア
リ
ア
」
初
演
は
、
思
い
が
け

ず
地
元
紙
第
一
面
を
カ
ラ
ー
記
事
で
飾
る
な
ど
脚
光

を
浴
び
、
そ
の
後
オ
ペ
ラ
化
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
二
〇
〇
三
年
二
月
、
ご
二
世
代
で
楽
し
め
る
オ
ベ

ラ
・
の
創
作
と
い
う
夢
を
実
現
す
べ
く
、
全
二
幕
約

九
十
分
の
オ
ベ
ラ
「
か
ぐ
や
姫
」
を
吝
き
上
げ
、
東

京
で
初
演
し
た
。
日
本
最
古
の
物
語
に
し
て
、
未
だ
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解
明
さ
れ
な
い
宇
宙
の
神
秘
を
描
い
た
原
作
（
（
竹

取
物
語
１
‐
‐
）
は
、
壮
大
な
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。

音
楽
面
で
は
、
五
音
階
に
よ
る
旋
律
や
短
歌
に
基
づ

く
ア
リ
ア
な
ど
、
和
風
テ
イ
ス
ト
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
、

地
球
人
と
宇
宙
人
の
交
流
と
い
う
ユ
ニ
ヅ
ァ
ー
サ
ル

な
視
点
で
、
国
際
的
に
も
受
け
容
れ
易
い
西
洋
の
伝

統
と
の
融
合
を
図
っ
た
。

≒
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
一
方
、
自
ら
手
が
け
た
台
本
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
た
が
、
日
本
人
な
ら
原
作
を
誰
も
が
知
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
。
オ
ペ
ラ
ヘ
の
敷
居
を
ま
ず
一
つ
取
り

払
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
世
代
ご
と
に
異
な
る
楽
し
み

方
が
出
来
る
こ
と
（
子
供
に
は
お
と
ぎ
話
、
大
人
に

は
平
安
貴
族
の
ロ
マ
ン
ス
、
お
年
寄
り
に
は
人
生
の

教
訓
、
歴
史
・
文
化
的
背
景
、
舞
台
衣
裳
、
和
歌
の

探
究
な
ど
）
、
あ
る
い
は
、
孫
を
連
れ
て
慣
れ
な
い

オ
ベ
ラ
に
出
掛
け
た
方
が
、
。
即
席
解
説
者
・
と
し

て
孫
に
オ
ペ
ラ
を
語
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。

　
原
作
で
描
か
れ
な
い
姫
の
幼
少
時
代
を
加
え
、
姫

の
子
役
、
友
達
、
母
親
達
を
登
場
さ
せ
、
感
受
性
豊

か
な
子
供
た
ち
に
、
生
の
音
楽
を
体
感
す
る
機
会
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
母
親
達
を
支
援

す
る
意
味
で
は
、
む
し
ろ
単
な
る
オ
ペ
ラ
鑑
賞
に
留

ま
ら
ず
、
親
子
オ
ベ
ラ
出
演
と
い
う
。
夢
の
体
験
‘

を
通
し
た
貴
重
な
思
い
出
の
共
有
も
実
現
出
来
る
。

さ
ら
に
、
合
唱
に
祖
父
母
も
参
加
し
、
実
際
に
三
世

代
で
共
演
し
た
例
も
あ
り
、
ま
さ
に
「
市
民
参
加
型
」

オ
ペ
ラ
で
あ
る
。

　
な
お
、
上
演
地
の
ご
当
地
ネ
タ
を
盛
り
込
む
な
ど

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
而
も
持
ち
、
常
に
進
化
す
る
オ
ベ

ラ
に
育
っ
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
を
通
じ
た
三
匪
代
間
の

交
流
で
、
希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
の
家
族
の
絆

を
強
め
る
一
助
に
で
も
な
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
各
地
で
再
演
を
重
ね
、
海
外
で
も

キ
ャ
ン
ベ
ラ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
／
。
２
０
０
６
日
豪

交
流
年
・
記
念
公
式
イ
ペ
ン
ト
）
、
プ
ラ
ハ
（
チ
ェ
コ

／
二
〇
〇
九
年
）
で
上
演
さ
れ
、
い
ず
れ
の
公
演
も

地
元
メ
デ
ィ
ア
で
最
大
級
の
評
価
を
得
て
お
り
、
期

せ
ず
し
て
国
際
交
流
の
輪
が
大
き
く
広
が
り
つ
つ
あ

る
の
は
、
作
曲
者
と
し
て
殊
の
外
嬉
し
い
。

オ
ペ
ラ
「
小
町
百
年
の
恋
」
に
つ
い
て

　
オ
ベ
ラ
「
小
町
百
年
の
恋
」
は
、
「
第
二
十
三
回

国
民
文
化
祭
・
い
ぱ
ら
き
２
０
０
８
」
委
嘱
で
作
曲

と
台
本
を
手
が
け
た
、
全
三
尊
四
十
七
曲
、
上
演
時

間
約
二
時
間
三
十
分
の
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
で
、
「
男

女
・
夫
婦
愛
」
（
男
体
山
・
女
体
山
か
ら
な
る
筑
波
山

の
イ
メ
ー
ジ
）
と
「
平
和
」
が
、
根
幹
を
成
す
テ
ー
マ

で
あ
る
。
原
作
「
筑
波
山
愛
も
の
が
た
り
」
（
佐
賀
純

一
著
）
収
録
の
短
編
約
三
十
作
よ
り
、
防
人
に
ま
つ

わ
る
「
百
年
の
恋
」
（
第
一
幕
）
、
「
小
野
小
町
」
（
第
二
Ｉ

三
尊
）
、
茨
城
県
命
名
の
由
来
に
因
ん
だ
「
貝
と
茨
」

（
第
一
冪
）
、
「
仙
人
伝
説
」
（
笛
二
・
二
尊
）
を
融
合
し
、

台
本
化
し
た
。

　
台
本
の
特
色
は
、
世
界
に
誇
る
日
本
文
化
の
象
徴

で
あ
る
短
歌
に
着
目
し
た
点
で
、
原
作
収
録
の
和
歌

に
加
え
、
万
葉
集
、
古
今
和
歌
集
な
ど
よ
り
Ｉ
．
ト
ー

百
厳
選
し
て
盛
り
込
ん
だ
。
「
花
の
色
は
」
な
ど
の

恋
歌
で
有
名
な
小
野
小
町
作
六
百
、
万
葉
一
の
ロ
マ

ン
チ
ス
ト
と
称
さ
れ
る
歌
人
、
高
橋
虫
麻
呂
作
の
二

百
、
防
人
の
歌
な
ど
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
筑
波
山
（
筑
波
嶺
）
」
を
詠
ん
だ
和
歌
七

百
に
り
い
て
は
、
か
つ
て
《
東
の
筑
波
、
西
の
富
士
》

と
崇
め
ら
れ
、
「
万
葉
集
」
の
題
材
と
し
て
富
士
山

十
五
百
を
遥
か
に
凌
ぐ
三
十
八
首
も
詠
ま
れ
た
名
峰

「
筑
波
山
」
の
歴
史
的
価
値
を
再
認
識
す
る
願
い
も

込
め
た
。
世
界
の
日
本
研
究
者
を
は
じ
め
、
和
歌
を

介
し
て
日
本
文
化
を
探
究
す
る
意
義
や
、
日
本
オ
ベ

ラ
の
独
自
性
や
革
新
性
の
新
た
な
評
価
や
理
解
へ
繋

が
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
。

　
作
曲
面
の
工
夫
例
と
し
て
、
第
一
幕
で
は
、
ロ
本

特
有
の
自
然
信
仰
を
象
徴
し
た
混
声
合
唱
「
筑
波

山
」
、
茨
城
県
の
わ
ら
べ
歌
を
児
童
合
唱
に
取
り
入

れ
、
忘
れ
が
ち
な
伝
統
や
風
習
の
次
世
代
へ
の
継
承

を
意
識
し
た
。
ま
た
、
三
人
の
妻
た
ち
に
夫
ら
が
残

し
た
「
防
人
の
歌
」
に
基
づ
く
ア
リ
ア
三
曲
の
各
主

題
が
、
続
く
三
重
唱
で
三
声
に
重
な
る
高
度
な
仕
掛

け
を
擁
し
、
テ
ノ
ー
ル
も
加
わ
り
フ
ー
ガ
を
伴
う
四

重
唱
に
発
展
さ
せ
、
防
人
の
苦
悩
を
深
み
あ
る
音
楽

語
法
で
表
現
し
た
。

千
加
ご
二
回
ム
エ
二
胆
賄
訟
回
…
…
…
い
］
。
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第
二
幕
は
、
コ
ミ
カ
ル
な
茨

城
弁
を
駆
使
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ

や
Ｅ
重
唱
で
、
方
言
特
有
の
ユ

ー
舌
フ
ス
な
素
材
を
十
分
に
生

か
し
、
閻
魔
大
王
の
迫
力
溢
れ

る
ア
リ
ア
や
、
踊
り
子
の
妖
艶

な
ダ
ン
ス
を
伴
う
第
二
幕
フ
ィ

ナ
ー
レ
「
火
祭
り
の
踊
り
」
で

は
、
西
洋
の
音
楽
や
舞
踊
の
伝

統
を
反
映
し
、
華
や
か
な
見
せ

場
を
形
成
し
た
。

　
第
三
幕
で
は
、
小
野
小
町
の

ア
リ
ア
「
夢
の
歌
」
（
小
町
が
恋

す
る
人
と
の
夢
の
逢
瀬
を
、
恋

焦
が
れ
て
詠
ん
だ
三
眠
《
夢
の

歌
三
部
作
》
）
や
二
重
唱
「
花
の

色
は
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
祖
父
は
代
表
作
で
あ

る
三
部
作
「
平
城
山
」
、
「
甲
斐

の
峡
」
、
「
九
十
九
里
浜
」
で
、

北
見
志
保
子
作
の
短
歌
を
複
数

組
み
合
わ
せ
、
連
作
短
歌
に
よ

る
歌
曲
形
式
を
我
が
国
で
確
立

し
た
。
そ
の
流
れ
を
汲
み
っ
つ
、

私
は
小
町
作
の
〈
夢
の
歌
三
部

作
》
を
基
に
長
大
な
ア
リ
ア
を

作
曲
し
た
。

　
和
歌
は
世
界
に
誇
る
べ
き
最
高
級
の
芸
術
で
あ

り
、
僅
か
三
十
一
文
字
の
定
型
詩
で
描
く
豊
か
な
情

景
や
感
情
、
深
奥
な
る
含
蓄
は
、
少
な
い
言
葉
数
を

活
か
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
の
背
景
で
、
実
に

多
く
を
自
ず
と
聴
き
手
に
語
る
の
で
あ
る
。
西
洋
音

楽
と
融
合
さ
せ
た
グ
ラ
ン
ド
ー
オ
ベ
ラ
の
中
に
、
隠

し
昧
の
如
く
散
り
ば
め
ら
れ
た
偉
大
な
る
先
達
ら
の

名
歌
が
、
聴
き
手
の
理
解
の
度
合
い
が
深
ま
る
ほ
ど

に
、
素
晴
ら
し
き
和
の
伝
続
か
西
洋
で
誕
生
し
た
オ

ペ
ラ
の
中
に
浮
か
び
上
が
り
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ

　
祖
父
は
、
ま
だ
二
十
一
歳
頃
の
初
期
の
作
品
「
ゆ

り
か
ご
」
に
、
一
生
涯
強
い
愛
着
を
抱
い
て
い
た
。

作
風
の
変
遷
を
経
て
生
涯
五
千
曲
以
上
の
作
品
を
残

し
た
が
、
「
ゆ
り
か
ご
」
を
一
つ
の
原
点
と
し
て
常
に

一
貫
し
て
い
た
の
は
、
。
美
し
い
旋
律
や
和
声
・
を

特
徴
と
す
る
。
歌
心
・
で
あ
る
。
作
曲
や
演
奏
、
声

楽
、
器
楽
を
問
わ
ず
、
聴
衆
の
心
を
揺
り
動
か
し
、

感
動
を
生
む
の
に
不
可
欠
な
秘
薬
と
も
Ｉ
．
呂
え
よ
う
。

　
祖
父
、
父
、
そ
し
て
私
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
風
は

当
然
個
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
。
歌
心
’

は
共
通
し
て
脈
々
と
継
承
さ
れ
、
我
が
家
の
伝
統
と

し
て
、
各
々
の
個
性
に
よ
り
革
新
さ
れ
、
作
品
誕
生

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
う
。
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